
  
 
 

平成２１年３月２６日 
 

南海電気鉄道株式会社 
 

近鉄・南海・阪神の共同ウオーキングイベント 

「阪神なんば線開通記念ＴＲＹ（とらい）あんぐるウオーク～見どころ発見へ ＬＥＴ’Ｓ ＧＯ～」 

を開催します 

 
  
 
 
 

南海電鉄（社長：亘 信二）では、南海「難波駅」を中心としたなんば界隈の街歩きスポッ

トや老舗の「銘店」などを紹介する「なんばけーしょん ＭＡＰ」を４月１日（水）に創刊し、

阪神電鉄の４駅（尼崎・甲子園・御影・三宮）に同日から設置します。 

 

３月２０日（金）に開業した阪神なんば線により、神戸・阪神間からなんばへのアクセス

が飛躍的に向上しました。そこで当社では、「なんばにあまり行ったことがない」「土地感が

ない」という同エリアのお客さまでも、なんばに来ていただけるよう同マップを作成。 
 

 
なんばけーしょん ＭＡＰ vol.１    

 

 

 

 

 

 

 

 神戸・阪神間の皆さまに、なんばの幅広い情報を提供します 

「なんばけーしょん ＭＡＰ
マ ッ プ

」を創刊！ 
阪神電鉄４駅（尼崎・甲子園・御影・三宮）に無料設置します 

また、マップの刊行より一足早く、

同マップのＷＥＢ版「なんばけーしょ

ん」携帯サイトを３月２７日から公開

します。 
詳細は別紙のとおりです。 

 

南海グループの施設だけでなく、な

んばにある観光スポットや古くから愛

されている老舗の「銘店」のほか、な

んばに拠点を置く当社だからこそ知る

穴場スポットなど、幅広くなんばに関

する情報を提供し、神戸・阪神間のお

客さまにも「なじみ」を持っていただ

きたいと考えました。 



別 紙 

 

１．名称 

なんばけーしょん ＭＡＰ ※vol.２以降は不定期発行の予定です。 

 

２．創刊日 

平成２１年４月１日（水） 

 

３．料金 

無料 

 

４．掲載内容 

南海「難波駅」を中心としたなんば界隈の街歩きスポットや老舗の「銘店」などを紹

介します。なお、「なんばけーしょん ＭＡＰ vol.１」では、以下の特集を掲載します。 

 

Ⅰ．なんばの観光スポット 

①難波八阪神社： 

「憤怒の形相、目はライト、鼻はスピーカー、口は舞台」になっているインパクト

の強い獅子殿があります。 

②法善寺横丁： 

願掛けのため、ひっきりなしに訪れる人たちが水を掛け、表情がわからないほど

苔で覆われてしまった水掛不動尊があります 

③千日前道具屋筋商店街： 

食器や金物、暖簾や看板など、大阪の「くいだおれ」文化を支える道具を販売する

問屋や製造直売の店が並んでいます。 

 

Ⅱ．なんばで古くから愛されている「銘店」 

①はり重： 

大正８年（１９１９）創業。大阪で「すき焼き」といえば「はり重」を思い浮か 

べる人も多く、当初は黒毛和牛の精肉販売とすき焼きの店としてスタート。今では

カレーショップもありリピーターが足しげく通っています。 

②たこ梅： 

弘化元年（１８４４）創業。おでんの具材を強火で炊いて素材の味を残す関東 

煮が味わえます。軟らかく煮詰められた「たこの甘露煮」も名物。 

③大黒： 

明治３５年（１９０２）創業。かやくご飯ひとすじに、味の決め手となるダシに 

こだわり、独自にブレンドしてもらったかつお節と利尻昆布を使用。道頓堀のそば

で１００年以上、変わらぬ味を伝えています。 

④丸福珈琲店： 

昭和９年（１９３４）創業。研究熱心だった創業者が、独学で焙煎から抽出まで 

の技術だけでなく、器具までも開発。コクのある味わいに、さっぱりとした後口の

コーヒーが味わえます。 

 

 



４．体裁 

   オールカラー １２ページ （約２６ｃｍ×１２ｃｍ） 
 

５．発行部数 

   １万部 
 

６．発行主体 

   南海電気鉄道株式会社 
 

７．設置場所 

   阪神電鉄：尼崎駅・甲子園駅・御影駅・三宮駅  
 

８．「なんばけーしょん」携帯サイトについて 

①内 容：「なんばけーしょん ＭＡＰ」のＷＥＢ版 
②公開日：平成２１年３月２７日（金） 
③ＵＲＬ：http://www.namba-c.jp  
※ call@namba-c.jp ヘお客さまが空メールを送信すると、上記ＵＲＬが返信メール

で届き、そのままアクセスできます。 
















